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～読み解く力の育成に視点をおいた授業提案～

京都市総合教育センター 研究課 研究員

中村 洋平

令和4年度

【中学校】読み解く力
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観察・実験 言語活動
教科の目標の達成

導入

展開

まとめ

授
業
の
流
れ

疑問

目標の
達成

予想・仮説

観察・実験

考察

理科の授業では…

家庭学習や卒業後に
自分の力で学ぶことができる

教師からの
解説を聞く

教科書から
知識を得る

学習内容
知識など

不
十
分

研究のねらい
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① ３つの資質・能力の育成に向けた学習・指導にむけて
• 意味を理解し難い，誤解のおそれのある表現でない
• 学習指導要領の内容と照らして 。

② 掲載する資料について
• 資料は信頼性のある適切なもの
• 児童生徒が もの
• 児童生徒が 配慮
• 発展的な内容を取り上げる

義務教育諸学校教科用図書検定基準（平成29年8月10日文部科学省告示第105号）より抜粋・要約

→学齢に合わせ、読んで理解できるものだ

→児童生徒が一人で学習に使うことも想定

研究のねらい



読み解く力 2023/2/6

2

5

• 答申「教科書の文章を読み解けていない」との指摘

教科書の文
平均正答率
小学6年生 65.1%
中学3年生 73.7%

研究のねらい

中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」2017 

新井紀子『AIに負けない子どもを育てる』 東洋経済新報社 2019  p.50

教科書記載の短文を読み、意味が合うように選択する問い

（例）水にしずむ鉄でできたボルトやナットも、鉄より密度の
大きい水銀にはうかぶ。 東京書籍 中1理科 2章４「密度」の範囲

Q.ボルトは（ ）にうかぶ。
①水銀 ②鉄 ③水 ④氷
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①「目的を意識して、中心となる語や文を見付けて
要約すること」

②「目的に応じ、文章と図表とを結び付けて必要な
情報を見付けること」

研究のねらい

京都市教育委員会 『令和３年度「全国学力・学習状況調査」の結果について＜資料＞』2021

小学校国語 正答率３５．８％

「多様なテキストを的確に読み取り、自分の考えを表現する」

小学校国語 正答率42.0％

語句、文、文章 ＝ 連続型テキスト
図表、グラフなど ＝ 非連続型テキスト

7

研究のねらい

京都市教育委員会 『令和３年度「全国学力・学習状況調査」の結果について＜資料＞』2021

連続・非連続型テキストから目的に応じて
情報を取り出し、課題解決のためにそれら
を関連付けるなど活用して思考し、解決の
プロセスを筋道立てて説明する力
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研究のねらい

連続・非連続型テキストから目的に応じて情報を取り出し、
課題解決のためにそれらを関連付けるなど活用して思考し、
解決のプロセスを筋道立てて説明する力

• 取り出した語句を使って説明
するなど、くり返し使用する。

• 記録した事象や提示された図
表などを比較したり関連付け
て説明する。

• 考えを聞き合い、よりわかりや
すい説明になるよう修正する。

• 語句や文、文章の意味を正確
に理解する。

• 図表等を自分の力で読み取
れる。

小学校 中学校
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① 読み解きチャレンジ
•教科書の文章から情報を
取り出す

中学校の実践

② グラフ読み取りガイド
• グラフから基本的な情報の取り出す
• 取り出した言葉を使って自分の言葉で

書く
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実践① 読み解きチャレンジ

導入

展開

まとめ

授
業
の
流
れ

授業の始めや家庭学習で実施

GIGA端末で出題
・教科書から取り出させたい情報
・つまずきが想定される文の確認
・図表やグラフの読み取り など教科書を読んで解答

採点・フィードバックを受け取る
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実践① 読み解きチャレンジ

導入

展開

まとめ

授
業
の
流
れ

採点→フィードバックを受け取る

☟フィードバック

受け取る画面のイメージ

↓
曖昧な理解を解消
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実践① 読み解きチャレンジ

☜表題
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•用語、用語を説明した文
•概念を説明した文、定義
•具体例を一般化した文
•図表、グラフ、写真

大日本図書『理科の世界』中学1年 P.102

実践① 読み解きチャレンジ

教科書の内容
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実践① 読み解きチャレンジ

•用語とその定義・説明を正しく結び付けさせる。
•本時に扱う内容を既習事項と結び付けさせる。
•抽象的な用語とそれがさす具体を結び付けさせる。
•図表や写真と、それから取り出せる情報を結び付けさせ
る。
•文章から得た概念やそれを説明した文と、それらを言い換
えた文を結び付けさせる。

•観察・実験の方法や対処として正しいものを選ばせる。
•観察・実験のねらいや方法、着眼点が正しいものを選ば
せる。
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実践① 読み解きチャレンジ

〇ある決められた体積のときの物質の質量（52％）
×体積が変化しない物質の質量（12％）

×ある決められた質量のとの物質の体積（26％）

×質量が変化しない物質の体積（10％）

密度の説明文と意味が同じものを選びなさい。
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実践① 読み解きチャレンジ

〇大きさをそろえる。（40%）
×質量をそろえる。（22%）

〇体積をそろえる。（38%）
（完全解答25%）

異なる物質の重さを正確に比べる
ためにすることは何か。すべて選び
なさい。

抽象的な表現と具体物を
結び付けさせる

具体

抽象
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実践① 読み解きチャレンジ

①ものが水に溶ける量は…
〇水の温度（88％）

〇水の量（83％）

〇溶けるもの（75％）

×ものの温度（4％）

×ものの量（17％）

②物質が溶解する量は…
〇溶媒の温度（83％）

〇溶媒の量（83％）

〇溶質の種類（67％）

×溶質の温度（21％）

×溶質の量（46％）

①②とも、水に溶かすことのできる物質の量が何によって決まるかを問う問題
（複数選択可）

語彙の違いによる理解度

“理科らしい語句”なら正解？

誤答の選択
割合増加
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•教科書のつまずきが想定される文のピックアップ
•どのような要因によるものかを分類
•読み解きチャレンジの作問に利用

実践① 読み解きチャレンジ
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実践① 読み解きチャレンジ
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中学校の実践

•グラフからの基本的な
情報の取り出し

•取り出した情報を使った
文章表現
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水の状態変化
温度

加熱した時間
温度 ℃

全て水のとき、 加熱した時間が長いほど 温度が高くなる

① 基本的な情報（タイトル、横軸、縦軸）を取り出す
② 線の形からの気づきを言葉にする。
③ グラフの説明に基本的な情報を用いる

実践② グラフ読み取りガイド

22

全て水のとき、 加熱した時間が長いほど 温度が高くなる

実践② グラフ読み取りガイド

着目点がわかる
基本の情報、気づきの活用
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１回目 ３回目

ガイドなし

実践② グラフ読み取りガイド
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成果と課題

43 84 21

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どのような気持ちで取り組んでいましたか。

前向き（７～１０） どちらでもない（４～６） 後ろ向き（０～３）

67 70 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学習への効果はどれくらいあったと感じていますか。

効果あり（７～１０） どちらでもない（４～６） 効果なし（０～３）

33 70 45

0% 20% 40% 60% 80% 100%

記述式の問いと比較して、疲労感はどうですか。
（変わらなければ「５」にしてください）

楽（６～１０） 変わらない（５） 疲れる（０～４）

n=148
０から１０の11段階で回答

記述式の問いと同等
またはそれ以上の疲労感

しかし前向きな気持ち

半数に迫る生徒が
学習への効果を実感

予習したときに気づかな
かった、自分のわからなかっ
たところとかがわかる。
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15.5% 15.5%

12.2%
9.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

実践前 実践後

教科書を「文が多い 難しい」と回答した人

実践前後で回答が変わった人

実践前後とも「文が多い 難しい」回答した人

27.7%
25.0%

実践前２７．７％→実践後２５．０％

n=148

減
増

変化なし

〈内訳〉
12.2%減→成果

9.5%増
→学習分野の影響もあるか

→改めて教科書に触れて

実践中（化学・物理）には、理論や定義
など、つまずきが予想される文が多い。

・更なる繰り返し
・別の手立て
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成果と課題

横軸の値の変化
縦軸の値の変化

言葉にできた

縦軸・横軸の理解
曲線の変化への着目
話型
モデル文
自分の言葉

氷と水が混ざっているとき
加熱した時間が大きくなっても
温度は変わらない。
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20℃下げると何ｇ取り出せるか。
•曲線をこえた分だけ析出する
•溶質の量と曲線の差＝析出量

グラフの読み取り
他の知識（教科書など）
予想
説明ツール（協働的な学び）

成果と課題

100gの水に溶ける、
硝酸カリウムの最大量
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〇教科書を活用
・「目的に応じて情報を取り出す」

→一定の変容
・「関連付けるなど活用して思考する」「筋道立てて説明する」
→さらに一歩前進

〇どの教科でも
→生徒自らが読み解けるよう支援
→学習活動の充実、資質・能力の向上
→家庭学習や卒業後に自分の力で学ぶことができる

成果と課題
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～読み解く力の育成に視点をおいた授業提案～

京都市総合教育センター 研究課 研究員

中村 洋平

令和4年度

【中学校】読み解く力


